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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
手外科学分野における質の高いエビデンスが得られる臨床研究や実臨床に寄与する基礎研究を推進

する目的で、日本手外科学会が主導し、学術研究プロジェクトを毎年行っている。年度ごとにテーマを
決め、学術研究プロジェクト委員会で審査し、理事会の承認を受けたのちに各々の研究を遂行している。
2023 年度のプロジェクトは、“脳は手をどのように制御しているか〜腱移行後の中枢神経系適応過程の
解明”と“種々の組織由来幹/前駆細胞のメカノシグナルによる固有分化制御機構の理解と腱損傷治癒へ
の応用”が選出され、日本の同分野における研究をリードしている。 
今日まで、“全国手外科医による特発性前・後骨間神経麻痺の診断・治療におけるエビデンスの確立の

ための多施設研究“や“デュピュイトラン拘縮患者を対象としたコラゲナーゼ注射治療と腱膜切除術後の
上肢機能及び費用効果の比較研究”など、全国規模で多施設共同研究を行い、手外科学分野における質の
高い臨床的エビデンスを日本手外科学会が主導で創出してきた。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 

1965年、日本は世界に先駆けて母指完全切断の再接着術に成功して以来、マイクロサージャリーの分
野で世界をリードしている。切断指などの外傷、腕神経叢損傷やカウザルギー（複合性局所疼痛症候群）
などの末梢神経障害、先天性疾患や外傷の患者における手の機能と整容の再建において先進的な術式を
開発し、世界に情報を発信し続けている。 
毎年の学術集会では、海外から手外科のトラベリングフェローを受け入れ、学術集会プログラムにト

ラベリングフェローセッションを設け、活発な意見交換を行うとともに親睦を深めてきた。海外におけ
る手外科学会（米国、台湾、韓国、香港）と exchange travelling fellow の制度を設け、国際交流を促進
している。2024 年 5月開催の台湾手外科学会（高雄）に日本手外科学会が招待され、“日本の手外科の
最前線に関する講演”を行った。各国と学会レベルで積極的に交流を行なっており、日本の手外科学分野
の国際的プレゼンスの向上に努めている。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 
日本手外科学会は、1957年に創設され、現在では約 3,500名の会員が、人間の体の中で最も緻密な動

きと最も鋭敏な感覚を持つ”手”について研究し、国民に最新の医療情報とサービスを提供している。国
民に対して、健康な手を持っていることへの感謝とともに手に障害のある人々を治療する手外科医の存
在を知ってもらうために、「手（ハンド）の日」を 8 月 10 日として制定し、各地で市民フォーラムを
行い、“手外科学”という手を専門にする医学分野があることの国民への周知と「手のケガと病気」に関
する啓発活動を行なっている。 

2024 年 8 月 10 日、東京で、一般の方を対象にしたイベントを 2 部構成で行う予定である。第 1部で
は世界的に活躍している音楽家から生の演奏と手のケアに関する話をいただき、第２部では手の疾患に
ついて手外科専門医が解説し、社会に向けて啓発活動を行う予定である。 



医療従事者に対して、年 1 回の学術集会の開催、年 2回の教育研修会の開催、年 6 冊の機関誌（日本
手外科学会雑誌）の発行などのほか、会員向けニュースや教育研修ビデオの作成などの事業に取り組ん
でいる。手外科学の学問的な発展と優れた手外科医の育成に尽力している。 
ｄ.学会運営上留意している点 
日本手外科学会では、専門医試験に合格すれば、手外科専門医の資格を取得できる制度を 2010 年か

ら施行している。現在、日本専門医機構にサブスペシャルティの申請を行なっているところである。全
国に、学会指導医、専門医および相談医を設置している。日本手外科学会のホームページでは、学会員
や医療関係者以外に一般の皆様にもサイトを設け、学会概要や代表的な手外科疾患を解説している。 
若い手外科医の育成をはかり、学術研究の発展に寄与することを目的として、年 1 回、札幌医科大学

の協力を得て、解剖検体を用いた手外科に関する手術手技の向上研修を行なっている。優秀な若手研究
者に対して学会奨励賞「田島達也賞･津下健哉賞」を選出し、優れた英語論文の著者には「英語論文賞」
を選出し、毎年の学会で表彰している。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
日本手外科学会は、日本医学会連合に所属する日本整形外科学会と日本形成外科学会を基盤学会とし

て活動している。両基盤学会の学術総会の specialty day では、手外科に関するシンポジウムが開催され
ている。日本整形外科学会専門医あるいは日本形成外科学会専門医を取得後、日本手外科学会が行う専
門医試験に合格すれば、学会認定の手外科専門医を取得できるようになっている。 
日本手外科学会と日本整形外科学会がともに監修し、「橈骨遠位端骨折診療ガイドライン 2017（改訂

第 2版）」を作成した。2024 年現在、その改訂を行うことについて、日本手外科学会と日本整形外科学
会でともに検討しているところである。 
国民に対する良質な医療の提供、適正な医療レベルの維持を目指すために、疾患レジストリーシステ

ムである日本整形外科学会の Japanese Orthopaedic Association National Registry (JOANR)、National 
Clinical Database（NCD）と連携した日本形成外科疾患登録システムに、各専門医研修施設で症例を登
録している。同レジストリーに登録された医療情報を分析することにより、医療の質の向上と医療経済
の最適化を目指している。 

 


